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2014 年 3 月期決算 決算説明会 Q&A（要旨） 

 

【2014 年 3 月期決算の業績について】 

Q： IT 基盤サービスセグメントの第 4 四半期の営業利益率が、4.7%（前期比 2.3 ポイント減）と低

い要因は？ 

A： IT 基盤構築関連のプロジェクトで、不採算による追加コストが発生していることが影響した。 

 

Q： 金融 IT ソリューションセグメントの受注残高が増加しているが（前期比 9.2％増）、どのような

業種で伸びているのか？ 

A： 保険業向けを中心に伸びている。 

 

Q： 保険業向けではどのような案件が伸びているのか？ 

A： 既存顧客向けの増加に加えて、新規顧客向けの基幹システムの再構築案件が今後本格化する見

通しである。 

 

Q： 産業 IT ソリューションセグメントの顧客の IT 投資意欲は強まっているのではないか？ 

A： IT 投資需要は堅調であると見ている。ただし、当社では現在、既存顧客の取引規模の拡大と、

フォーカスした新規顧客の案件獲得に力を入れており、その視点で考えると受注環境認識は前期並み

くらいと想定している。 

 

Q： 関西地区に新たに建設するデータセンターについて、TIS 社と協業する背景は？ 

A： 協業によるデータセンターの規模の拡大により、コストの効率化が図れるなど高品質かつリー

ズナブルな価格でのサービス提供が可能となる。 

 

Q： オフショアを含め、人的リソースに不足感はないのか？ 

A： いまのところ、リソースは確保できている。国内協力パートナーについては、今後さらに急激

に増やすとなるとスムーズにいかない可能性はある。中国オフショアパートナーについては、リソー

スの問題はないが単価の値上げプレッシャーがあり、中国内陸都市のエンジニアの活用を拡大するな

どで対応している。 

 

【2015 年 3 月期の業績予想について】 

Q： 営業利益 530 億円（前期比 6.4％増）は、保守的過ぎるのではないか？ 

A： 得意の金融分野を伸ばしつつも、一定の比率で新しい分野にチャレンジしていく。新しい分野

は収益性が低めとなるかもしれないが、それを含めて全体では営業利益率 13％以上を目指している。 
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Q： 自己資本当期純利益率（ROE）や 1 株当たり当期純利益（EPS）を新しい経営指標として掲げ

ているが、具体的な目標数値は？ 

A： これらの指標を重視したマネジメントをおこなっていく。具体的な目標数値は、今回は発表し

ていない。 

 

 

以上 


